
令和６年度７月定例教育委員会議事録 

 

【日時】 

令和６年 7 月 24 日（水） 

開会 午後１時 30 分 

閉会 午後３時 00 分 

 

【会場】 

辰野町民会館 103 学習室 

 

【出席者】 

10 名 

（辰野町教育委員会） 

教育長       宮澤 和德 

教育長代理     飯澤 隆 

教育委員      垣内 由佳 

教育委員      関  政彦 

教育委員      萩原 多恵子 

 

 

（事務局関係） 

学びの支援課長    福島 永 

学校支援課長     小澤 靖一 

学校支援課長補佐   宮原 隆史 

学校教育係長     翠川 俊一 

教育総務係      中沢 大輔 

 

 

 

【傍聴者】 

０名 

 

 

 

 



【次第】 

１ 議事 

（１）【非公開】準要保護援助費の認定について 

（２）【非公開】教科用図書の採択について 

（３）【非公開】通級判断・就学判断について 

 

２ 協議 

（１）【非公開】学校の様子及び運営上の諸課題 

（２）町内小・中学校１学期の反省について 

（３）県市町村教育委員会研修総会及び北部３町村教育委員会研修について 

（４）町教育委員会研修視察について 

（５）小中学校あり方検討委員会 今後の推進について 

（６）その他 

 

３ 報告事項 

（１）各学校の夏休みの生活 

（２）夏休み中の子供講座（教育委員会・公民館） 

（３）夏休み中の学校関係工事 

（４）「二十歳のつどい」への参加について 

（５）幼保小中高校職員合同研修会（７/29） 

（６）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○開会 

１ 開会宣言 

 

２ 会期の決定 

・会期については 1 日とする。全員異議なし。 

 

３ 議事録の承認 

・承認。 

 

４ 宮澤教育長挨拶 

こんにちは。梅雨が明け、一気に猛暑です。これから約１か月、どんな夏になるので

しょうか。心配ですが仕方がないので、私達はこれを受け入れながら、上手く付き合

っていくしかありません。でも、教育委員会の様々な施策、特に夏休み中のイベント

や各種講座等については、逆にこの猛暑を味方にし、この猛暑を取り込み、売りだす、

例えば図書館では、「猛暑の中、涼しい図書館で…」と PR していく事も大事かもし

れません。 

過日開催された辰高の桜陵祭において、辰高３年生の地域探究コースの生徒が、西

小４年生とコラボしてファッションショーを開催しました。「アップサイクル」をテ

ーマに、SDGs の一環として、東京のデザイナーの協力をいただき、高校生と小学生

が週１回の共同制作で、捨てられる古着に一工夫、格好よくリメイクを施しました。

ファッションショーでは、小学生も堂々の参加、臆する事なく曲に合わせて登場、ス

テージを歩く姿は見事でした。 

辰野中学校では、22 日月曜日、２年生が西駒ヶ岳登山を実施しました。先週末ま

で、７月初めの豪雨により林道が不通になっていましたが、開通後初の集団登山とな

りました。不登校生を含め、11 名が不参加でしたが、参加した生徒は皆、互いに支

え合いながら八丁坂という急登を約１時間余をかけて登り、稜線の醍醐味を満喫しな

がら１時間程かけて校歌に歌われている西駒ヶ岳山頂を目指し、山頂では 360 度のパ

ノラマに感動しながら全員で校歌を歌ったという事です。西駒ヶ岳に挑戦した生徒達

は皆、山の素晴らしさを体験できたと思っています。 

既に町内の学校では、昨日西小が、今日は川島小、東小、南小が、明日は辰中が終

業式を迎え、長い夏休みに入ります。大変な猛暑の夏ですが、多くを経験し、良い夏

休みになれば、そして２学期に向け、新たに力をつけてくれればと期待します。 

さて、今日の定例教育委員会では、中学校で来年度から使用する教科用図書の採択、

就学の判断等を、協議として、学校の様子や運営上の諸課題、夏休みに係る事等です。 

それではよろしくお願いします。 

 



５ 議事 

（１）【非公開】準要保護援助費の認定について 

・翠川学校教育係長より説明。承認。 

 

（２）【非公開】教科用図書の採択について 

・宮澤教育長より説明。承認。 

 

（３）【非公開】通級判断・就学判断について 

・教育総務係中沢より説明。承認。 

 

６ 協議 

（１）【非公開】学校の様子及び運営上の諸課題について 

・宮澤教育長より説明。 

資料として『学校の様子及び運営上の諸課題』、『７月校長会資料』を提示。 

 

（２）町内小・中学校１学期の反省について 

・資料として『令和６年度 １学期教育課程等の反省』を提示。 

 

（３）県市町村教育委員会研修総会及び北部３町村教育委員会研修について 

・通知がまだ届いていない為、次回。 

 

（４）町教育委員会研修視察について 

・宮澤教育長より説明。 

・前回の教育委員会で提案された「自由進度学習」を視察予定。例年９月に計画し

ていたが、スケジュール的に難しい為、10月に実施で計画をしていく。 

 

（５）小中学校あり方検討委員会 今後の推進について 

・宮澤教育長より説明。 

・前回までの中で論点整理が進み、１つに集約していくという方向性が見えてきた

どのように 1つにしていくかという点を中心に次回から議論をしていく予定。 

 

＜Ａ委員＞ 

「自由進度学習」というのが愛知県の東浦町立緒川小学校というところで、知多

半島の付け根のところにあります。文科省の言う、「個別最適な学び」と「協働的

な学び」に則した教育をやっているところかと思います。この学校は公開学習指導

研究を 46 年間やっているそうで、伊那小学校の公開と同じ位の歴史がある学校だ



そうです。今年、上伊那教育会で 20 人位が、視察研修に行って頂いて、会長に聞

いたところ、とっても参考になるので、「自由進度学習」や「個別最適な学び」と

いう言葉は聞いていても、実際は百聞は一見に如かずであって、見てみる事も大事

ではないかと思います。先生方の反応もとても良かったと聞いています。ただ、公

開する時期が決まっているようなので、交渉が必要な部分があると思います。幾つ

かの団体が一緒になって見に行くとなるようです。課題としては先生方の準備が非

常に大変だという話もお聞きしました。 

 

＜宮澤教育長＞ 

多くの場合、「自由進度学習」というのを履き違えて、子ども達に自由にやらせ

て、話し合いをさせておけば「協働の学習」としてしまっているケースが多いと思

います。「自由進度学習」を１時間の授業をする為に、先生達は膨大な教材研究を

している筈なので、そこを見てみたいと思います。子ども１人１人の特性を掴んで、

やらせていかないと、遊んでいてもＯＫになっていってしまうと思います。先生の

力量で力がつく授業になるか、そうでないかに分かれてしまうと思います。ここが

怖い部分だと感じています。 

 

＜小澤課長＞ 

この前、テレビに武田教育長が出演していて、「自由進度学習」は先生の負担は

大きくなると言っていて、人材確保もこれから進めなくてはいけないと話していま

した。 

 

（６）その他 

＜Ｂ委員＞ 

昨日、一昨日と、熱中症警戒アラートが発令されましたが、中学校の部活動が中

止になりましたという連絡がありました。去年もあった事かと思いますが、「こん

な事、初めてだね」と話す保護者もいて、これからこういった事が増えていくのか

と思いますが、先生方がこの発令に気を配っていないと、こういった連絡が出せな

いというのは先生方が大変だと思いました。 

 

＜宮澤教育長＞ 

警戒アラートは町が出しているのではなく、県単位で発令しているものです。 

 

７ 報告事項 

（１）各学校の夏休みの生活 

（例年と同じなので詳細は割愛） 



 

（２）夏休み中の子供講座（教育委員会・公民館） 

・福島課長から公民館関係について説明。 

・資料として各講座等の通知を配布。 

 

（３）夏休み中の学校関係工事 

・小澤学校支援課長より説明。 

・資料として『Ｒ６ 各学校関係工事一覧表』を配布。 

 

（４）「二十歳のつどい」への参加について 

（参加者の確認のみ） 

 

（５）幼保小中高校職員合同研修会（７/29） 

・教育総務係中沢より説明。 

・資料といて開催チラシを配布。 

 

（６）その他 

なし 

 

 

8 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


